
市
か
ら
の
通
知・発
送

�
後
期
高
齢
者
の
歯
科
検
診

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

75
歳
の
人
に
、被
保
険
者
証
に
あ
わ
せ
て
歯

科
検
診
の
案
内
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
76
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
協
力
歯
科
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

を
。

▼
詳
し
く
は
、保
険
医
療
課（
☎
66・１
０
７
５
）へ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

中
小
事
業
者
の
固
定
資
産
税
を
軽
減

中
小
事
業
者
等（
法
人
・
個
人
）の
固
定
資

産
税
が
次
の
と
お
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

︻
期
間
︼令
和
３
年
度
１
年
間

︻
内
容
︼事
業
用
家
屋
お
よ
び
償
却
資
産
に
対

す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額（
土
地
は
対

象
外
）

︻
対
象
・
軽
減
率
︼令
和
２
年
２
月
〜
10
月
の

任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
間
の
事
業
収
入
の

前
年
度
に
対
す
る
減
少
率
が
次
の
要
件
を
満

た
す
中
小
事
業
者
等

❖
30
〜
50
㌫
未
満
…
２
分
の
１

❖
50
㌫
以
上
…
全
額

︻
申
し
込
み
方
法
︼来
年
１
月
中
に
特
例
適
用

申
告
書
や
必
要
書
類
を
添
え
て
申
告
を
。
申

告
に
は
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関
な
ど
の

確
認
書
が
必
要
。

▼
詳
し
く
は
、税
務
課（
☎
66
・
１
０
２
７
）へ
。

赤
十
字
運
動
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

５
・
６
月
に
取
り
組
ん
だ
日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金
募
集
に
５
４
７
万
６
，７
４
０
円（
８

月
７
日
現
在
）が
集
ま
り
ま
し
た
。寄
せ
ら
れ

た
資
金
は
、同
社
の
国
内
外
の
災
害
救
護
活

動
や
救
援
物
資
の
配
布
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま

す
。

▼
詳
し
く
は
、福
祉
企
画
課（
☎
66・1
0
1
1
）へ
。

敬
老
の
日
の
お
祝
い

９
月
21
日
㈷
の
敬
老
の
日
を
中
心
に
、長
年

に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
高

齢
者
を
敬
い
、お
祝
い
し
ま
す
。

︻
白
寿（
99
歳
）の
お
祝
い
︼60
人
の
皆
さ
ん（
大

正
10
年
４
月
１
日
〜
11
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）

に
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま
す
。

︻
米
寿（
88
歳
）の
お
祝
い
︼５
５
０
人（
昭
和
７

年
生
ま
れ
）の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
の
品
を
贈
り

ま
す
。

※
い
ず
れ
も
令
和
２
年
８
月
１
日
現
在

︻
そ
の
他
︼市
長
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。
施
設
な
ど
で

敬
老
行
事
も
実
施
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎
66・1
0
1
3
）へ
。

都
市
計
画
図
書
の
縦
覧

都
市
計
画
案
を
縦
覧
。
期
間
内
に
は
意
見

書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

︻
期
間
︼９
月
15
日
㈫
〜
29
日
㈫

︻
縦
覧
場
所
︼

❖
京
都
府
決
定
…
府
都
市
計
画
課
、中
丹
東

土
木
事
務
所
、市
都
市
計
画
課
、西
支
所
、

加
佐
分
室
、中
公
民
館
、南
公
民
館
。
意
見

書
の
提
出
は
府
都
市
計
画
課

❖
舞
鶴
市
決
定
…
市
都
市
計
画
課
、西
支
所
、

加
佐
分
室
、中
公
民
館
、南
公
民
館
。
意
見

書
の
提
出
は
市
都
市
計
画
課

︻
内
容
︼

�
京
都
府
決
定

❖
舞
鶴
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更（
喜
多
地

区
、堂
奥
地
区
、小
倉
地
区
）

❖
舞
鶴
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
溝
尻
小
倉
線
）

�
舞
鶴
市
決
定

❖
舞
鶴
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更（
喜
多
地

区
、堂
奥
地
区
、小
倉
地
区
）

❖
舞
鶴
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
溝
尻
堂
奥
線

（
廃
止
）・
堂
奥
多
門
院
線（
廃
止
）・
小
倉
西

舞
鶴
線（
変
更
））

❖
舞
鶴
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
事
業
の
変

更（
堂
奥（
廃
止
））

❖
舞
鶴
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更（
堂
奥
地

区（
廃
止
））

❖
舞
鶴
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定（
小
倉
・

堂
奥
地
区
）

❖
舞
鶴
都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定（
堀
地
区
）

▼
詳
し
く
は
、市
都
市
計
画
課（
☎
66
・
１
０

４
８
）へ
。

２
︐４
０
０
世
帯
分
の
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

市
の
施
設
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策

第
４
期
舞
鶴
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
に
基
づ
き
、市
の
施
設
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
平
成
25
年
度
の
排
出
量
と

比
べ
昨
年
度
は
26
・
5
㌫
、７
，２
２
７
㌧
の

Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、一
般
家

庭
約
２
，４
０
０
世
帯
分
の
年
間
排
出
量
に

相
当
し
ま
す
。
今
後
も
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・１
０
６
４
）へ
。

道
路
や
公
園
な
ど
の「
里
親
」と
し
て

清
掃
活
動
に
参
加
を

道
路
や
公
園
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
う「
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

ま
い
づ
る（
環
境
美
化
里
親
制
度
）」の
参
加
者

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

︻
活
動
場
所
︼ 

駅
周
辺
や
道
路
な
ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス（
清
掃
場
所
は
申
請
時
に
要
相
談
）

︻
内
容
・
対
象
︼次
の
活
動
を
実
施
す
る
個
人

か
団
体
。

❖
活
動
区
域
内
で
年
６
回
以
上（
２
か
月
に
１

回
程
度
）の
散
乱
ご
み
回
収

❖
ご
み
の
散
乱
状
況
な
ど
の
情
報
提
供

❖
環
境
美
化
に
必
要
な
活
動

︻
そ
の
他
︼ご
み
袋
を
提
供
。
集
め
た
ご
み
は

市
が
回
収
。事
故
な
ど
に
備
え
、市
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

︻
申
し
込
み
方
法
︼ 

所
定
の
用
紙（
生
活
環
境

課
に
備
え
付
け
）で
同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66・1
0
0
5
）へ
。

ご
み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
方
針
を
策
定

市
で
は
、ご
み
処
理
サ
ー
ビ
ス
や
適
正
処
理
、

公
平
な
受
益
者
負
担
、３
R
の
推
進
と
環
境

負
荷
の
低
減
に
向
け「
ご
み
処
理
手
数
料
の

見
直
し
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た
。

方
針
の
策
定
に
向
け
て
は
、市
パ
ブ
リ
ッ
ク・

コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度（
市
民
意
見
提
出
制
度
）

に
基
づ
き
意
見
を
募
集
。
14
人
か
ら
62
件
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た（
募
集
期
間
：
5
月
22
日

〜
6
月
22
日
）。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は「
意
見
を
踏
ま
え
、素

案
の
改
正
等
を
行
う
も
の
」が
2
件「
意
見
を

踏
ま
え
、そ
の
趣
旨
を
施
策
展
開
に
反
映
さ

InformationInformationInfInformationInformationInformationrmationInformationrmation
くらしの情報

市の人口と世帯数
人口  79,379 人（-64 人）　世帯  34,519 世帯（-12 世帯）

男  39,693 人（-26 人）　女  39,686 人（-38 人）　※令和２年８月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

くらしの情報

せ
て
い
く
も
の
」が
5
件「
意
見
の
趣
旨
が
す

で
に
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
」が
17

件「
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
説
明
し
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
も
の
」が
38
件
で
し
た
。

な
お
、本
方
針
は
、提
出
い
た
だ
い
た
意
見
に

基
づ
き
、方
針（
案
）を
一
部
修
正
し
、策
定
し

ま
し
た
。

《
閲
覧
で
き
ま
す
》

基
本
方
針
の
内
容
や
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
手
続
き
制
度
の
結
果
は
、生
活
環
境

課
や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
閲
覧
で
き

ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載（
左
コ
ー

ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境
課（
☎
66
・
1
0
0
5
）

へ
。
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ごみ処理手数料の見直し方針の概要
ごみ処理手数料の見直し
❖『埋立ごみ』『ペットボトル』『プラスチック容器包装類』

の有料化
❖可燃ごみ処理手数料の値上げ
❖清掃事務所・リサイクルプラザへの直接搬入時の手数

料の徴収
ごみ排出利便性の向上のための新たな取り組み
❖『ペットボトル』『プラスチック容器包装類』の月2回収集
❖ごみ出しが困難な高齢者等を対象とした戸別収集
❖在宅医療等で発生する不燃ごみ等の排出支援

家
族
で
、
地
域
で
事
前
の
備
え
を

今
年
も
全
国
各
地
で
、大
雨
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
ま
す
。９
月
以
降
は
、台
風
や
秋

雨
前
線
に
よ
る
大
雨
へ
の
警
戒
が
必
要
で
す
。

災
害
情
報
は
５
つ
の「
警
戒
レ
ベ
ル
」で
お
知

ら
せ
し
ま
す（
左
図
参
照
）。レ
ベ
ル
３
で
高
齢

者
等
避
難
、レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
で
す
。自

身
や
家
族
が
ど
の
レ
ベ
ル
で
ど
の
行
動
を
す
る

の
か
を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

災
害
時
に
は
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
も
情
報
発
信
し
ま
す
の
で
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

︻
と
に
か
く
避
難
が
原
則
︼

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、危
険
な
場
所
に
い
る
人
は
、避

難
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
。事
前
に
ハ
ザ
ー
ド

台
風
・
大
雨
の
季
節

マ
ッ
プ
で
周
囲
の
危
険
性
や
避
難
ル
ー
ト
を
確

認
し
、避
難
所
だ
け
で
な
く
安
全
な
親
戚
や
知

人
の
家
な
ど
、事
前
に
話
し
合
い
、避
難
先
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
、下
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）。

︻
避
難
所
の
感
染
症
対
策
︼

避
難
所
で
の
感
染
防
止
の
た
め
、避
難
者
同

士
の
距
離
の
確
保
や
健
康
管
理
、避
難
所
の
衛

生
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、持
ち
出
し
品
に
マ
ス
ク
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
液
・
体
温
計
な
ど
用
意
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、避
難
所
で
実
施
す
る
問
診
や
消

毒
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　　
　

《
危
機
管
理
・
防
災
課
》

警戒レベルと取るべき行動


